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議
院
議
員
小
沢
和
秋
君
提
出
生
活
保
護
制
度
の
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
議
院
議
員
小
沢
和
秋
君
提
出
生
活
保
護
制
度
の
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

生
活
保
護
の
基
準
の
設
定
に
当
た
つ
て
は
、
国
民
の
生
活
水
準
の
動
向
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
今
後
と
も
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
の
保
障
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て 

(1) 

生
活
保
護
の
基
準
の
改
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
に
お
い
て
検
討
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
論
を
待
つ
て
対
処
し
た
い
。 

(2) 

生
活
保
護
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
と
実
施
に
係
る
地
方
公
共
団
体
が
負
担
し
て
お
り
、
そ
の
負

担
割
合
を
変
更
す
る
こ
と
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。 

五
に
つ
い
て 



御
指
摘
の
文
書
は
、
生
活
保
護
の
円
滑
か
つ
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
指
導
通
達
で
あ
り
、
撤
回
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
真
に
生
活
に
困
窮
す
る
者
に
対
し
て
は
、
必
要
な
保
護
に
欠
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う

今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 
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